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群馬県、太田市、館林市、みどり市、板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町

広域化等

県内8市町の上水道事業の広域化

公営企業の持続可能な経営の確保に向けた先進・優良事例集
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◆背景

• 群馬県東部の3市5町（太田市・館林市・みどり市・板倉町・明和町・千代田町・大
泉町・邑楽町）は、人口減少に伴う給水収益の減少や施設の老朽化、災害時の対応
強化、技術力の低下が共通課題として懸念されていた。

• この課題を解決するため、平成25年に広域化基本構想・基本計画を策定し、持続可
能な水道事業の形成に向けて調査検討した結果、3市5町で事業統合を行うこととし
た。

◆具体的内容

• 施設整備方針として、水源及び水道施設の有効活用、安定供給体制の向上、維持管
理費、更新費用の低減、災害発生時の対策の推進を図ることとし、令和6年度末ま
でに浄水場を22施設から14施設まで統廃合することとした。

• 管理体制方針として、経営資源の共有化を図るため、主要庁舎1箇所、分庁舎2箇所
への職員集約及び営業所を設置した。また、事業運営の効率化や技術的な要素の組
織化・体系化によってサービス水準や品質の向上を図るため包括事業委託を導入し
た。

• 経営方針として重複投資を避けた施設の合理的な利用による施設再構築の推進と国
庫補助活用による建設事業費を削減した。

◆効果

• 広域化の実施により、建設改良費が削減された（施設統廃合による削減：▲約16.9
億円、国庫補助活用による負担減：▲約64.9億円）。

• 事業統合の実施により、人件費及び維持管理費が削減された（▲約25億円/10年）。

• 平成21年 両毛地域において広域化の議論開始

• 平成24年 群馬東部水道広域化研究会設立

• 平成25年 広域化基本構想・基本計画の策定

• 平成27年 水道事業の統合に関する協定書締結

• 平成28年 群馬東部水道企業団スタート

• 広域化の効果を早期に享受するため、経営基盤強化に資する施設の統廃合や管理体
制の効率化を優先して実施し、水道料金統一等については広域化後に詳細を検討す
ることとした。

【群馬東部水道企業団】
県内8市町の上水道事業の広域化

群馬東部水道企業団企画課

• 広域化後の課題であった3市5町の水道料金の統一と
3市5町のすべてが群馬県企業局の受水団体であった
ことから長期的な将来像の実現のために垂直統合の
検討をしていく。

• 行政区域内人口 450,281人（令和4年3月末時点）
• 行政区域内面積 577.30km2（令和4年3月末時点）
• 給水人口 447,697人（令和3年度決算）

企業団の構成団体

●公営企業情報

●今後の展望

●取組のスケジュール

水道事業

●取組の概要

●取組のポイント

今後の人口減少に伴う給水収益の減少、施設の老朽化による更新需要の増大などの課
題に対応し、水道事業の財政面や技術面の強化を図るため、末端給水を行う3市5町の
事業統合（広域化）を行った。

◆総事業費 38,843,000千円（4条事業費）

広域化等
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